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監
督
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

―
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
も
あ
り
、
例

年
と
は
違
う
と
こ
ろ
で
難
し
い
面
も

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
今
季
の

チ
ー
ム
づ
く
り
に
つ
い
て
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

富
田
監
督
　
前
期
リ
ー
グ
が
中
止
と

い
う
こ
と
で
、
冬
か
ら
春
に
か
け
て

準
備
し
て
き
た
も
の
が
２
、３
カ
月

空
い
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
選
手
た

ち
の
フ
ィ
ジ
カ
ル
面
は
問
題
な
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
今
季
は
先
発
メ
ン

バ
ー
を
昨
季
か
ら
半
分
入
れ
替
え
ま

し
た
。
若
い
選
手
も
入
っ
て
き
ま
し

た
し
、
彼
ら
を
い
か
に
チ
ー
ム
に
根

付
か
せ
て
い
く
か
が
ポ
イ
ン
ト
で
す

ね
。
結
果
を
出
し
続
け
て
い
く
た
め

に
は
時
間
も
必
要
で
す
か
ら
、
試
合

を
重
ね
な
が
ら
、
戦
術
を
浸
透
さ
せ

て
、
選
手
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
深
め
て
い
け
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
。

―
監
督
が
選
手
に
求
め
る
も
の
は
ど

ん
な
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。

富
田
監
督
　
今
の
自
分
の
限
界
ま
で

の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
す
る
こ
と
で
す

ね
。
ベ
ス
ト
を
尽
く
し
た
う
え
で
失

敗
す
る
の
は
構
わ
な
い
。
最
後
の
１

セ
ン
チ
ま
で
、
相
手
に
ボ
ー
ル
を
渡

さ
な
い
こ
と
に
こ
だ
わ
っ
て
ほ
し
い

と
い
つ
も
伝
え
て
い
ま
す
。

―
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
季

は
こ
こ
ま
で
１
分
１
敗
（
８
月
14
日

時
点
）
で
す
が
、
今
後
の
意
気
込
み

を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

富
田
監
督
　
今
季
は
リ
ー
グ
の
ル
ー

ル
上
、降
格
す
る
こ
と
が
な
い
の
で
、

関
東
リ
ー
グ
１
部
昇
格
を
目
指
し
、

思
い
切
っ
て
試
合
に
臨
み
ま
す
。
今

は
無
観
客
で
す
が
、
観
客
を
入
れ
ら

る
よ
う
に
な
っ
た
と
き
に
は
ぜ
ひ
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
も
試
合
を
観
に
来

て
い
た
だ
け
れ
ば
嬉
し
い
で
す
。

（左から）笠見さん、赤城さん、松井さん 子どもたちとサッカーをする本田選手

　サッカーを幅広い皆さんに楽しんでもらおうと、みらい平グ
ラウンドでは毎週月曜日、女性限定のサッカー教室「ママさん
クリニック」を実施しています。取材したこの日も、13人の「マ
マさん」たちが午前 10時から正午までの２時間、ミニゲーム
などで気持ちよく汗を流していました。
　市内から参加していた３人の方に話を聞きました。松

ま つ い
井

由
ゆ か り
香里さんは「良いストレス解消になります」と話し、赤

あか ぎ
城

元
もと こ
子さんは「日常生活をリセットして気分転換できます。子育
ての情報交換をすることもありますよ」とも。笠

かさみ
見麻

ま い
衣さんは

「チームみんなが連動してゴールを獲れたときが嬉しいですね。
運動経験ゼロですが楽しめています」と、皆さんそれぞれ笑顔
をみせてくれました。
　１回から参加でき、自分の都合に合わせて参加できるのも魅力
のよう。気になった方はぜひ、見学してみてはいかがでしょうか。

　アイデンティみらいでは、月に５日程度、選手たちが市内
小学校の「放課後児童クラブ」を訪れ、子どもたちと身体を
動かして遊ぶ活動を行っています。子どもたちにとっては、
アスリートと直

じか
に触れ合うことのできる貴重な機会です。

　取材したこの日は、アイデンティみらいの本
ほん だ
田大

たい が
雅選手と

鈴
すずき
木和

かずき
希選手、南

ナム
将
チャンウォン
元 選手の３人が参加。サッカーや鬼ごっ

こを子どもたちと一緒に楽しんでいました。
　サッカーを担当していた本田選手は「まずは体を動かす楽し
さを知ってもらいたい」といいます。「サッカーは１人では限
界がある。ドリブルだけじゃなくて、味方にパスを出すことで
状況が有利にもなる。遊びを通じてコミュニケーションをとる
楽しさを学んでくれたら」と話してくれました。
　参加した子どもたちは「鬼ごっこが楽しかった」「疲れたけ
どサッカーが楽しかった」と笑顔を見せてくれました。

「スポーツの楽しさ伝えたい」
児童クラブで子どもたちとサッカーで交流

「日常の気分転換になる」
地域のママたちが参加するサッカー教室

サッカーを通じた地域コミュニティづくりへ向けたさまざまな活動
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